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　歯科臨床のなかで最も技術的要求度
の高い歯冠補綴学において，いかに基
礎的科学と臨床とを結びつけるかは重
大なテーマである．科学に裏付けされ
た治療法の選択とともに，一方で確か
な技術力に支えられた治療の組立てが
ぜひとも必要である．
　著者の一人である小林賢一先生と
は，私がフロリダ大学を辞して帰国し
た後，当時東京医科歯科大学歯科補綴
学第三講座教授であられた長尾正憲先
生の教室にお世話になって以来の知己
である．小林賢一先生はアカデミック
な環境に身を置きながらも補綴臨床に
強い興味と関心をもっておられ，早く
から科学に裏付けされた技術の重要性
について論じてこられた．
　今回は同大学歯科補綴学第一講座ご
出身で，卓越した臨床家としても知ら
れる真鍋　顕先生と共に本書をまとめ
られた．“支台歯形成”と“咬合”とを
補綴の基本として捉え，その内容を 2
編に分けて解説している．
　第 1 編第 2 章の支台歯と歯周組織
の関係では，歯周外科処置による歯周
組織反応，治療期間と題してさまざま
な歯周外科処置による歯周組織の反応
と最終歯牙形成の時期や，最終補綴物
の装着時期についての具体的解説が試
みられており，歯牙形成を単独のテー
マとしてとらえるのでなく，歯周組
織，特に歯周外科処置との関連におい
てまとめられている点が大変ユニーク

である．
　また，第 4章の「支台築造を考える」
では 30 頁に及ぶ紙面と著者等自身に
よる文献も含めて多くの参考論文をも
とに充実した内容となっている．近
年，無髄歯の補綴処置後の歯根破折に
対する関心の高まり，審美的要求等に
より，ポストコアに対する考え方がそ
の臨床法を含めて変化している．支台
築造体の要件，支台築造体の力学的挙
動と歯根破折，フェルールの解説を含
む支台築造の留意点，ファイバーポス
ト，そして合着セメントと続き，支台
築造に関する最近の考え方が大変わか
りやすくまとめられている．
　第 2 編は有歯顎の咬合に関する基
本的事項である．下顎位を知ることの
重要性に始まり，治療上最適な下顎位
としての中心位について述べている．
一般論ではあるが，国内では長い期間
にわたり，下顎位に関する統一した見
解が得られていないようであるが，こ
こでは十分な論文レビューにより世界
的コンセンサスに基づく下顎位につい
ての解説が明解になされるとともに，
その臨床法である中心位への誘導につ
いても解説されている．
　次に咬合調整であるが，下顎位につ
いての理解と臨床上の具体的な中心位
決定なくしては咬合調整は成り立たな
いわけで，これらの解説の後に咬合調
整のテーマが置かれていることは大変
整合性がある．定義に始まり，適応に

ついて，症例呈示，基本的術式につい
て，と順序立てて解説されており，
TMD と咬合の関係に関するディス
カッションを含めて大変要領よくまと
められている．
　最後は，誰もが日常臨床上迷うこと
のある咬合高径の評価法とその変更に
ついてである．まず過去から現在に至
る咬合高径の評価法についての紹介を
行い，咬合高径の挙上の是非とその影
響について関連する重要な論文紹介が
なされている．続いて咬合挙上の方法
および咬合高径の決定法についてわか
りやすく述べている．
　全編を通じて感じることとしては，
①理論と臨床とを結びつけた実践的内
容となっている，②適切かつ十分な海
外論文レビューがなされている，③全
編カラー刷りでイラストおよび臨床写
真が豊富に用いられていてわかりやす
い，④テーマによっては筆者等による
まとめ的記述があり読者の理解を助け
ている，⑤終始一貫してできるだけの
エビデンスに基いた臨床法の選択がな
されている，等をあげたい．
　本書は支台歯形成や咬合について学
びたいと考えている若い方々から，こ
れらのテーマについての最近の知識を
整理しておきたいと考える経験者の
方々まで，補綴臨床に携わるすべての
人々にとってきわめて実践的内容であ
るとともに，十分な論文レビューに裏
付けされた好著である．
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